
なまえ ひづけ がつ にち

1 くらいを たてに そろえて、一のくらいから 計算しよう。

(1)

2 5
＋ 1 2

(2)

4 5
＋ 1 3

(3)

5 8
＋ 1 0

(4)

1 0
＋ 6 3

(5)

3 6
＋ 4 2

(6)

2 0
＋ 6 6

(7)

4 0
＋ 4 7

(8)

1 6
＋ 7 2

ヒント

ひっ算は くらいを たてに そろえて 書くよ。一のくらいど

うし、十のくらいどうしを たそう。

できたら
はなまる たしざん ・ つぎは 「くり上がりなし 2」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-13

くり上がりなし 1
やさしい ★☆☆ ・ 2けた＋2けたの ひっ算

＋
たしざん

くらいを
そろえよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 1けたの 数は 一のくらいに そろえて あるよ。計算しよう。

(1)

1 2
＋ 5

(2)

3 4
＋ 4

(3)

5 8
＋ 1

(4)

7 0
＋ 4

(5)

7 4
＋ 5

(6)

8 3
＋ 6

(7)

9 3
＋ 1

(8)

9 4
＋ 5

ヒント

1けたの 数は 一のくらいの ところに 書くよ。十のくらい

は そのまま おろそう。

できたら
はなまる たしざん ・ つぎは 「ひっ算を 書こう 1」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-14

くり上がりなし 2
やさしい ★☆☆ ・ 2けた＋1けたの ひっ算

＋
たしざん

一のくらいに
そろえよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 ひっ算に 書いて 計算しよう。1つの ますに 数字を 1つ 書こう。

(1) 13 ＋ 1 (2) 10 ＋ 32 (3) 41 ＋ 2 (4) 24 ＋ 22

(5) 62 ＋ 3 (6) 34 ＋ 42 (7) 86 ＋ 2 (8) 50 ＋ 46

ヒント

一のくらいの 数字を 右はしに そろえて 書こう。1けたの

数は 一のくらいの ますだけに 書くよ。

できたら
はなまる たしざん ・ つぎは 「くり上がりあり 1」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-15

ひっ算を 書こう 1
ふつう ★★☆ ・ しきを ひっ算に 書く

＋
たしざん

ますに
そろえよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 くらいを たてに そろえて、一のくらいから 計算しよう。

(1)

1 9
＋ 3 5

(2)

1 8
＋ 3 7

(3)

2 9
＋ 3 3

(4)

4 8
＋ 1 7

(5)

5 8
＋ 1 4

(6)

6 9
＋ 1 6

(7)

2 7
＋ 5 9

(8)

4 5
＋ 4 8

ヒント

一のくらいが 10より 大きく なったら（10でも）、十のく

らいに 1 くり上げるよ。上の 小さい ますに 1と 書いて お

こう。

できたら
はなまる たしざん ・ つぎは 「くり上がりあり 2」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-16

くり上がりあり 1
ふつう ★★☆ ・ 一のくらいから くり上がる

＋
たしざん

くり上がりを
わすれずに



なまえ ひづけ がつ にち

1 くらいを たてに そろえて、一のくらいから 計算しよう。

(1)

3 6
＋ 9

(2)

5 8
＋ 4

(3)

5 7
＋ 9

(4)

6 5
＋ 6

(5)

6 5
＋ 8

(6)

7 4
＋ 6

(7)

7 6
＋ 9

(8)

8 2
＋ 9

ヒント

一のくらいが 10より 大きく なったら（10でも）、十のく

らいに 1 くり上げるよ。上の 小さい ますに 1と 書いて お

こう。

できたら
はなまる たしざん ・ つぎは 「答えが 何十に なる」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-17

くり上がりあり 2
ふつう ★★☆ ・ 2けた＋1けたで くり上がる

＋
たしざん

1を 上に
書いて おこう



なまえ ひづけ がつ にち

1 くらいを たてに そろえて、一のくらいから 計算しよう。

(1)

1 3
＋ 2 7

(2)

1 1
＋ 2 9

(3)

2 1
＋ 1 9

(4)

4 6
＋ 2 4

(5)

2 2
＋ 4 8

(6)

1 9
＋ 6 1

(7)

2 4
＋ 5 6

(8)

4 5
＋ 3 5

ヒント

一のくらいが ちょうど 10に なったら、答えの 一のくらい

は 0。十のくらいに 1 くり上げるよ。

できたら
はなまる たしざん ・ つぎは 「ひっ算を 書こう 2」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-18

答えが 何十に なる
ふつう ★★☆ ・ 一のくらいが 10に なる

＋
たしざん

0を わすれずに
書こう



なまえ ひづけ がつ にち

1 ひっ算に 書いて 計算しよう。

(1) 43 ＋ 8 (2) 11 ＋ 59 (3) 67 ＋ 7 (4) 59 ＋ 21

(5) 66 ＋ 15 (6) 59 ＋ 35 (7) 27 ＋ 68 (8) 89 ＋ 8

ヒント

一のくらいが 10より 大きく なったら（10でも）、十のく

らいに 1 くり上げるよ。上の 小さい ますに 1と 書いて お

こう。

できたら
はなまる たしざん ・ つぎは 「たし算の きまり」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-19

ひっ算を 書こう 2
ふつう ★★☆ ・ しきを ひっ算に 書く

＋
たしざん

くらいを
そろえよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 □に あてはまる 数を 書こう。

(1) 26 ＋ 40 ＝ 40 ＋

(2) 49 ＋ 20 ＝ ＋ 49

(3) 15 ＋ 64 ＝ 64 ＋

(4) 43 ＋ 19 ＝ ＋ 43

(5) 28 ＋ 53 ＝ 53 ＋

(6) 56 ＋ 35 ＝ ＋ 56

2 ひっ算で 計算して、入れかえても 答えが 同じか たしかめよう。

(1)

5 9
＋ 1 4

(2)

1 4
＋ 5 9

(3)

3 3
＋ 5 9

(4)

5 9
＋ 3 3

ヒント

たす数と たされる数を 入れかえても、答えは かわらない

よ。答えの たしかめに つかえるね。

できたら
はなまる たしざん ・ つぎは 「何十・何百の たし算」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-20

たし算の きまり
ふつう ★★☆ ・ 入れかえても 答えは 同じ

＋
たしざん

入れかえて
みよう


